









































































The architectural motives on The picture of Ise-Monogatari


























































































































































































































































   見立て≪縁先美人図≫に見る建築
   モチ フーの変容 ─現存江戸時代
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3 参考文献7p.664 l.4 〜 l.11
4 参考文献9・10・11より
農家
旧鴻池新田会所1703年頃建築　座敷と南庭　客のた
めの区域（図22−1）
吉原家住宅1635年頃建築　座敷と南庭　客のための
区域（図22-2）
町屋
菊屋家住宅　幕末古図　長屋門（座敷門）から座敷・
庭に至る（図22−3）
武家
旧足守藩侍屋敷遺構江戸中期建築　玄関右手の座敷
と前庭（図22−4）
旧黒澤家住宅江戸中期建築　書院座敷と庭（図22−5）
いずれも、座敷が簀子縁の角をもち、前に庭がある形
式で、客用の入り口を持つ。
5 「障子帳構」という脇柱と脇障子に帷がセットになり、固
が外部に面する建物を、江戸時代の実際の建築物にあたって
みる。
すると、現存の武家建築でも、町屋建築にも、農家建築にも確
かに存在している註4）（図22）。それらは、座敷とされる部屋の形
状に似ていて、別棟や座敷部分として日常部とは切り離されたと
ころにある。部屋前にはかどになる簀子縁があり、また、池や植え
込みがある大きな専用の広い庭がある。内部には床の間があり、
違い棚もみられる。座敷に入る入り口は日常の入り口とは異なって
いる。
絵に描かれた建物の角の簀子縁のある腰明かり障子に囲ま
れた部屋は、現存江戸前期建築物に照合すると座敷である。ク
リー ブランド本に見られた床の間が描かれてもおかしくない。
『伊勢物語』河内越は女が日常空間にいて男を想う場面であ
る。そこで、伊勢物語絵「河内越」図は、室内から外を見る女が
いる。女の日常空間であることをよく物語るのが室町末期から桃
山時代制作の大型絵入本（図4）である。「左右に脇障子を見
せ、御簾を巻き上げきった」空間は室町期の貴族女性の日常空
間である註5）（図23）。つまり、伊勢物語絵ははっきりと日常空間と
いうことが意識されて描かれている。
しかし見立て「河内越」はこの日常性を逸脱した座敷に描かれ
たものである。座敷にいる女性に会いに来る男は客ということにな
る。見立て絵は時代の風俗を描くが、河内越の男の冠直衣姿の
意味が理解できる。男は外歩きの恰好の烏帽子狩衣姿ではなく、
正式な冠を被って直衣を着用して客として客間である座敷に、座
敷用の入り口から入るのである。だから、刀を差していたり、供の
童を従えていたり、供人に刀を持たせたりしているのであろう。
終わりに
伊勢物語絵「河内越」の図様から江戸時代の建築を見てみ
たが　建築の変遷はさほど変化なく　明かり障子が広がってい
く様子が知られたくらいである。
見立て絵が本来の物語の空間を物語に直接意味をくみ取る
ことなく、自由に空間を演出していた。それは簀子縁の角が必要
な建築モチ フーであり、それは客間座敷の角にみられた。それに
誘導されて人物モチ フーの衣装が冠直衣に決められていくことが
あったことが分かった。
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定化間仕切りの前の形態である。この帷を御簾に変え
たものであろう。
付記　この論述は、昨年の秋に中部インテリアデザイン連
絡会リレーセミナーに於いて発表した「日本の絵画に見る
インテリアの変遷」の一部を手直ししたものである。絵画
的な側面ばかりしか見ていなかった私に画中の建築という
別の側面からの刺激を与えて下さいました名古屋工業大学
河田克博教授にはこの場をお借りして感謝の意を表しま
す。また当日、インテリアには門外漢の私の話を興味深く
お聞きくださいました皆さんにこの場を借りてお礼申し上
げます。
伊勢物語絵と見立て「河内越」縁先美人図における建築モチ フー
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伊勢物語絵と見立て「河内越」縁先美人図における建築モチ フー
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伊勢物語絵と見立て「河内越」縁先美人図における建築モチ フー
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